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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第３問 問３物 理

実験結果の変化からどのように条件を変えたのか考える問題

～中略～

2022年度大学入学共通テスト
「物理」
受験者数： 14８，585人
平均点： ６０.７２点
標準偏差： 19.２２

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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第３問は、離れた位置に固定した複数のコイルに発生する誘導起電力をオシロス
コープで測定して、磁石を固定した台車の速さを調べる問題でした。問３では、実
験の条件に加える前と加えた後の実験結果を比較し、加えた変更として最も適当
なものを考える問題でした。
この問題を解くためには、実験結果から台車の速さは変わらず電圧の大きさが2倍
となっていることを読み取り、コイルを貫く磁束密度がポイントであると考察し、選択
肢を吟味する必要がありました。

これからのご指導では、実験を授業などで扱う際に、観察や結果の確認だけでなく、
その結果が起こる理由を考察・説明する場を設けるなどの取り組みを行うとよいの
ではと考えます。また、物理では、日常の場面をモデル化し、その場面での物理現象
について公式や法則をもとに考えたりすることが可能ですので、実験を行う時間が
ない中でも考察に取り組むことはできるのではないでしょうか。
また、丁寧な誘導がある問題だけではなく、今回の問題のように与えられた情報を
もとに自身で考察を進めていく必要がある問題に取り組み、思考のきっかけをつか
む練習をする必要があると考えます。実験のようすや実験結果､会話文などから、解
答するために必要な情報を適切に読み取れるよう､共通テストの形式にあった問題
演習を行っておく必要があると考えます。
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教材のご紹介
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操作を行った後の状況の変化を考える問題 解答解説

定価880円（税込み）

出題のされ方や

解き方・考え方

を､具体的にわか

りやすく解説

Pointをわか

りやすく明示

教材のご紹介… 「202３共通テスト対策【実力完成】直前演習 物理」

第３回 第３問A問３

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

～中略～

～中略～

誌面・収録回は2022版のものです。


